




 

母子相互作用研究班の班員として,過去 3年間にわたって研究を進めて来たので,その成果

の概略を述べるとともに,今後の研究の進路と展望について触れたい。研究課題としては,

母乳の匂いに関する研究を主とし,音声の胎児の伝達を従として,母子相互作用の視角から

検討した。 

1)母乳は匂う。この匂いに新生児期から反応する。乳児になると,その反応は更に良くなる。

新生児は匂いにより母乳を他人乳と,判別しうるかどうか,現在のところでは結論できない。 

 今後更に児の反応の計量化を配慮して,統計学処理可能な実験計画を樹てて,再度行動学

的に研究を進めたい。 

2)母乳の匂い。母乳の乳臭さ。その本体は依然として不明である。 


